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ごあいさつ 

ＳＴスポット横浜は「アートと市民社会の新しい関係づくりを推進するとともに、アートの持つ力を現代社会に活か

し、より豊かな市民社会を創出すること」を目的として活動を続けています。 

小劇場・ＳＴスポットを基軸にした創造環境事業部では、38 本のプログラムを実施し、事業の観客数は小規模なキャ

パシティの積み重ねで 800 人を超えました。自主事業では、複数ジャンルに渡って活動するアーティストによる多分野共

同制作のあり方を主催事業で示したほか、多彩な共催・提携・協力事業の創造発信に取り組みました。 

地域連携事業部では、子ども、地域、福祉のテーマで基幹となる事業の運営を行いました。今年度は、横浜市役所と協

働した子どもの体験格差是正のための学童への取組み、神奈川県庁との障害福祉と芸術文化の中間支援、川崎市役所とは

インクルーシブなアート活動の場づくりにも力を注ぎました。 

物価高騰のあおりを受け、芸術文化の環境も厳しさを増しています。これまで保ってきた活動のクオリティを落とさず

に、活動を見直すことを余儀なくされています。文化環境をただ守るだけではなく、制度を変えるための提言を行ったり、

新たな展開へのチャレンジを示したりすることも私たちの役割だと認識し、スタッフ間で議論を続けていきます。 

引き続き、みなさま方からの暖かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜 

理事長 小川智紀 
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施設運営・創造発信事業／創造環境事業部 

1. ＳＴスポットの施設運営 

利用者の安全と使いやすさを重視し、コミュニケーションをとりながら、劇場利用のサポートを行いました。 

【表1：ＳＴスポット年間開館状況】 

項目 今年度 昨年度 備考 

開館日      317日      327日  

稼動日 211日 234日  

稼動率 66.6% 71.6% 稼働日÷開館日 

プログラム数 38本 37本  

利用団体数 28団体 30団体  
 

【表2：ＳＴスポット年間利用状況】 

項目 今年度 昨年度 備考 

ＳＴスポット総入場者数 4415人 4819人  

利用団体観客数 1931人 2547人  

利用団体スタッフ数 1131人 1320人  

事業観客数 814人 534人  

事業スタッフ数 539人 418人  
 

【表3：ＳＴスポット月別開館状況】 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

開館日※ 24 24 24 29 26 29 29 30 25 27 23 27 317 

稼動日 15 5 20 23 15 17 8 24 19 23 20 22 211 

稼働率 62.5 20.8 83.3 79.3 57.7 58.6 27.6 80.0 76.0 85.2 87.0 81.5 66.6 

一般利用 1 0 1 2 0 4 2 4 1 5 0 2 22 

自主事業他 4 1 1 1 1 0 0 0 2 3 2 1 16 

プログラム数 5 1 2 3 1 4 2 4 3 8 2 3 38 
 

【表4：ＳＴスポット稼働日内訳（種目別）】 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

一般利用 1 1 10 11 4 12 6 20 7 14 10 9 105 

自主事業他 14 4 10 12 11 5 2 4 12 9 10 13 106 

稼働日 15 5 20 23 15 17 8 24 19 23 20 22 211 
 

【表5：ＳＴスポット稼働日内訳（ジャンル別）】 

項目 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

演劇 0 0 7 8 3 9 5 14 14 7 10 8 85 

ダンス 0 0 1 6 3 0 0 0 1 4 0 13 28 

音楽 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

稽古 5 1 11 9 9 6 3 7 4 10 9 0 74 

美術 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

講座・WS 6 2 0 0 0 0 0 0 0 2 1 0 11 

その他 4 2 1 0 0 2 0 3 0 0 0 1 13 

稼働日 15 5 20 23 15 17 8 24 19 23 20 22 211 
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【表6：利用団体一覧】 

団体名 タイトル 利用期間 

昭和医科大学（劇団 108） つんで、ゆがんで、はじまって 下見：5月 27日（火）、公演：6月 16日（月）〜22日（日） 

劇団ねこのバロン まつろわぬ者の物語 
稽古：6 月 24 日（火）〜26 日（木）、7 月 1 日（火）〜3 日

（木）公演：7月 10日（木）〜13日（日） 

劇団 GIFT 酒場の勇者 7月 18日（金）〜21日（月・祝） 

演劇ユニット bRaVo 天邪鬼の愛した依頼 8月 8日（金）〜10日（日） 

チリアクターズ  されど、スタアには、なれない 9月 4日（木）〜7日（日） 

劇団「無題」  Happy!? 稽古：8月 16日（土）公演：9月 12日（金）〜14日（日） 

劇団「コウノトリ」  あいも変わらず、共犯者 下見：9月 19日（金）公演：9月 27日（土）、28日（日） 

劇団かえる Dogs 7Days 
稽古：9 月 21 日（日）公演：10 月 11 日（土）〜13 日（月・

祝） 

白企画 from 劇団 KYs  □ーしかくー 稽古：9月 23日（火・祝）公演：10月 25日（土）、26日（日） 

山澤企画 つなぐ 
稽古：9月 23日（火・祝）、10月 18日（土）、11月 2日（日）、

11月 3日（月・祝）公演：11月 8日（土）〜9日（日） 

劇団横濱にゅうくりあ ヨコハマの街に永遠が流れている 11月 14日（金）〜16日（日） 

Quno 増える部屋 神奈川公演 The Room Beyond Walls 
下見：11月 6日（木）、11月 9日（日）公演：11月 18日（火）

〜23日（日） 

合同会社エンピツ 劇団フルタ丸「フルモデルチェンジ」 
下見：4月 26日（土）、稽古 11月 24日（月/祝）公演：11月

28日（金）〜30日（日） 

果てとチーク だくだくと 
下見：11月 4日（火）、11月 10日（月）、11月 17日（月）） 

公演：12月 9日（火）〜14日（日） 

文化コモンズ研究所 文化施設と地域の居場所 1月 9日（金） 

紺青の灯り 宮沢賢治作品を語る 
下見：11 月 3 日（月）稽古：11 月 26 日（水）、12 月 26 日

（金）1月 7日（水）公演：1月 11日（日）〜12日（月・祝） 

RoA（Rhizome of Arts） C__s 
下見：9 月 9 日（火）稽古：1 月 8 日（木）公演：1 月 15 日

（木）〜17日（土） 

OUTBACKプロジェクト IKIZAMAミュージックでぃなーしょー 稽古 1月 20日（火） 

チリアクターズ 君を突き抜けて、空。 1月 21日（水）〜1月 25日（金） 

譜面絵画 プレミアムの果て 稽古 1月 6日（火）公演 2月 19日（木）〜3月 8日（日） 

※利用期間には特に記載がない場合は仕込み利用日を含む公演・イベント利用期間 

※利用団体以外の劇場下見での来館件数６件 

 

2. 自主事業 

 自主事業は、領域横断型ダンス作品『ひとととととり』の公演を実施し、複数ジャンルに渡って活動するアーティス

ト同士で新作をつくり、多分野共同制作のあり方を模索しました。共催公演では当館主催企画『ラボ 20』出身アーティ

ストでもあり国外でも活躍の場を広げているパフォーマンスユニット チーム・チープロによる『Yokai Bodies Super

杯!!!』を開催しました。提携公演としてはかもめマシーン『南京プロジェクト vol.6』を開催しました。横浜国際舞台芸

術ミーティング YPAM フリンジに参加し、国内外から高い評価を得ました。 
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１． 主催事業 

Aokid×西井夕紀子×涌田悠『ひとととととり』 

2026 年 3 月 13 日（金）～3月 15 日（土）全４回 

オープンリハーサル：7 月 17日・8 月 5 日・10 月 28 日・11月 11 日・12 月 18 日・1 月 13日・

1 月 19 日・1 月 20 日・2 月 4日・2 月 10 日・2 月 16 日・2月 17 日 全 12 回 

うた・おどり・ことば（振付・作曲・出演）：Aokid 西井夕紀子 涌田悠 

参加人数（延べ人数）：196 人 

 領域横断的に活動するアーティスト同士がそれぞれのジャンルの表現方法を交換し融合さ

せて、新たな身体表現の領域を開拓することを試みました。複数回に渡りリハーサルを公開し

ながらクリエイションを進めることで、いくつもの声やまなざしを交差させながら、出会った

未知の感覚をそれぞれの身体で、ＳＴスポットの劇場空間に立ち上げていきました。 

 

『迂回スケープ』 

参加アーティスト：篠田千明 中村大地  

［篠田千明］2024 年 11 月 11日〜11 月 13 日・2025 年 1 月 12 日〜1 月 14 日・3 月 28 日（金）

〜3 月 30 日（日） 

［中村大地］2024 年 11 月 25日・11 月 26 日・3 月 11 日〜3 月 13 日・4 月 9 日・4 月 16日・

5 月 23 日・5 月 24 日 

参加人数（延べ人数）：79 名（うち令和７年度参加人数(延べ人数)：10 名） 

舞台芸術分野で活動するアーティストにそのとき関心のあることを探求してもらうための

場を提供する、ＳＴスポットのレジデンスプログラムを 2024 年度下半期から 2025 年度上

半期の期間に実施し、篠田千明と中村大地（屋根裏ハイツ）に参加いただきました。最終

日にはそれぞれオープンスタジオ、ワークショップを行いました。 

 

ＳＴ通信関連企画｜インタビュー・ライティング 勉強会 

2026 年 1 月 5 日（月） 講師：萩原雄太  参加人数：5 名 

演出家・ライターの萩原雄太さんによるインタビューにおける編集・執筆の勉強会を実

施しました。読者の態度変容を意識しながら、「記事」として再構成するプロセスを学ぶ

ことで、広報・批評・アーカイブなど、さまざまな文脈で生きるスキルを身につけるため

の、実践的な勉強会となりました。 
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２．共催・提携・協力事業 

 

(１）協力『演劇の手前／ダンスの手前』オープンワークショップ 2025) 

2025 年 4 月 7 日（月）・8 日（火）・14 日（月）・15 日（火）・21 日（月）・22 日（火） 

全 20 回  参加者数 118 人 

（２）協力 福原 冠・三橋俊平 ニューヨーク滞在報告会『WORD of MOUTH ー口コミの冒険、

その記録ー』 

2025 年 4 月 18 日（金）4月 19 日（土） 参加者数７人 

（３）共催 チーム・チープロ『Yokai Bodies Super 杯!!!』 Yokai Bodies Open Training 

2025 年 6 月 9 日（月）・8月 8日（月）・12 月 16 日（火）・2026 年 1 月 18 日（日） 

全４回  参加者数 23 人 

（４）協力 『地上波 Remix』 

 2025 年 7 月 25 日（金）〜27 日（日） 全３回 動員 108人 

（５）協力 asamicro『誰も見ていない場所で、たしかに わたし は踊っていた（仮）』ワーク

インプログレス公演 

2025 年 8 月 2 日（土） 全２回  動員 49 人  

（６）提携 かもめマシーン『南京プロジェクト vol.6』 

2025 年 12 月 4 日（木）〜12月 8 日（月） 全５回  動員 205 人 

（７）共催 遠藤七海『婆美肉魂』プレイベント Co-lab [拡大版] 

 2026 年 1 月 31 日（土） 全１回 動員３人 

（８）共催 福留麻里 オープンスタジオ『まとまらない身体と echo』 

2026 年 2 月 9 日（月）  全１回 動員７人 

（９）共催 チーム・チープロ『Yokai Bodies Super 杯!!!』 

2026 年 3 月 20 日（金/祝）〜23 日（日） 全３回 動員 83 人 

 

 

【表7：主催事業一覧】

 公演名 期間 入場料（円) 
回数

（回） 

動員

（人） 

出演者 

のべ（人） 

スタッフ 

のべ（人） 

迂回スケープ／中村大地 
4月 9日（水）・4 月 16日（水）・

5月 23日（金）・5月 24日（土） 
1,000 1 10 16 4 

ＳＴ通信関連企画｜インタビュ

ー・ライティング 勉強会 
1月 5日（月） 1,000 1 5 1 0 

『ひとととととり』 

3月 13日（金）〜3月 15日（日） 

＊期間前に 12 オープンリハーサル

実施 

1,000〜3,500 4 196 168 40 
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【表 8：共催事業一覧】 

公演名 期間 入場料（円) 
回数 

(回) 

動員 

(人) 

出演者 

のべ(人） 

スタッフ 

のべ（人） 

チーム・チープロ 「Yokai Bodies 

Super 杯!!!」 ＜Yokai Bodies 

Open Training＞  

6月 9日（月）8月 18日（月）12月

16日（火）1月 18日（日） 
無料 ４ 23 8 9 

かもめマシーン『南京プロジェク

ト vol.6』 
12月 4日（木）〜12月 8（月） 2,000～3,500 5 205 18 47 

遠藤七海『婆美肉魂』プレイベン

ト Co-lab [拡大版] 
1月 31日（土） 無料 1 3 31 0 

福留麻里 オープンスタジオ『ま

とまらない身体と echo』  
2月 9日（月） 無料 1 7 1 0 

チーム・チープロ『Yokai Bodies 

Super杯!!!』 
3月 20日（金/祝）〜3月 22日（日） 2,500〜3,500 3 83 39 32 

 

【表 9：協力事業一覧】 

  

公演名 期間 入場料（円) 
回数 

(回) 

動員 

(人) 

出演者 

のべ(人） 

スタッフ 

のべ（人） 

演劇の手前／ダンスの手前／音

楽の手前 オープンワークショッ

プ 2025 

4月 7日（月）4 月 8 日（火）4 月

14日（月）4月 15日（月）4月 21

日（月）4月 22日（火） 

1,500～2,000 20 118 17 0 

福原 冠・三橋俊平 ニューヨーク

滞在報告会 

『WORD of MOUTH ー口コミの冒

険、その記録ー』 

4月 18日（金）4月 19日（土） 1,000 2 7 24 0 

地上波 Remix 7月 25日（金）〜7月 27日（日） 2,500〜3,500 3 108 43 13 

asamicro『誰も見ていない場所

で、たしかに わたし は踊ってい

た（仮）』ワークインプログレス

公演 

8月 2日（土） 1,000～3,000 2 49 24 4 
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教育普及・交流促進事業／地域連携事業部 

1. 子ども事業 

Ⅰ．横浜市芸術文化教育プラットフォーム事務局の運営 

横浜市にぎわいスポーツ文化局、横浜市教育委員会事務局、横浜市芸術文化振興財団と協働して、文化施設・芸術団体

と市内の小・中・義務教育・特別支援学校が連携して芸術文化の取組みを行うために「横浜市芸術文化教育プラットフォ

ーム」を設置し、事務局代表団体として事業の進行管理を行いました。そのうち、１校については、令和７年度文化庁「学

校における文化芸術鑑賞・体験推進事業芸術家の派遣事業」を活用し、横浜市の事業と連動して実施しました。 

 

１．学校と文化施設・芸術団体の連携による基盤整備 

令和７年度横浜市芸術文化教育プラットフォーム事務局の運営の一環として、学校におい

て子どもたちが創造的な体験をできるプログラムを、コーディネーター、アーティストおよび

教師が協力して実施できるように具体的な調整を行い、適宜学校やアーティストからの相談

を受けました。また、過去の実績の蓄積や、広報（記者発表、ニュースレター発行、独自ドメ

イン取得によるホームページ運営）を行いました。あわせて令和８年度実施に向けての要項・

募集案内を作成し、横浜市内の市立小・中・義務教育・特別支援学校に広報を行いました。 

このほか、教師および文化芸術関係者等のためのワークショップとして実施した内容は、次

のとおりです。 

 

（１）教師のためのワークショップ（美術） 

日時：2025 年７月 25 日、13：30～16：30 

会場：横浜美術館・ギャラリー８ 参加者：29 人 

コーディネーター：横浜美術館教育普及グループ 

講師：奥村高明（神奈川大学 非常勤講師・元文部科学省教科調査官） 

図画工作科美術科研修の一環として、小・中・義務教育・特別支援学校の教員にむけた美術の

ワークショップを行いました。美術館や学校等で行われている最新の鑑賞学習のあり方を様々

なアクティビティを行いながら体験し、協働的で主体性のある学びについて考える機会とな

りました。 

 

（２）教師のためのワークショップ（特別支援教育） 

日時：2025 年７月 25 日、10：30～12:00 

会場：横浜市立十日市場小学校・図工室 参加者：35 人 

コーディネーター：ＳＴスポット横浜 

講師：ドゥイ（造形ユニット） 
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横浜市特別支援教育研究会・研究部会と連携し、個別支援学級の教員向けに美術ワークショッ

プを行いました。身近な素材を使った造形活動の体験とアーティストによるの事例紹介を行

いました。特性や状況が異なる個別支援学級の子どもたちとどのような授業が展開できるの

か学ぶ機会となりました。 

 

（３）教師のためのワークショップ（音楽） 

日時：2026 年 1 月 30 日、16：30～18：00 

会場：横浜にぎわい座・のげシャーレ 

コーディネーター：横浜市芸術文化振興財団経営企画ＡＣＹグループ 

講師：カニササレアヤコ（雅楽芸人） 

ふだん触れる機会の少ない雅楽をテーマとした実演を交えたレクチャーを行いました。昨年

度の内容を踏まえ、より小中学校の教科書に記載されている内容に沿った実践的な学びとな

りました。 

 

（４）文化芸術関係者のためのワークショップ「コーディネーター会議」 

日時：2025 年 7 月 15 日、10：00～11：30 

会場：ボッシュホール（都筑区民文化センター）・ギャラリー 

学校でのプログラムを担当するコーディネーターが集まり、情報交換を行う「コーディネータ

ー会議」を実施。総勢 37 人が集まり、学校の先生とのより良い協働のあり方や、アーティス

トとのプログラム開発について、情報交換やディスカッションを行いました。 

 

２．学校プログラムの実施 

令和７年度は、西前小学校、南高等学校付属中学校の２校にてコーディネートを行いました。 

 

【表 10：学校プログラムの対象校数等】 

校種 今年度 昨年度 

小学校 113校 114校 

中学校 6校 7校 

義務教育学校 2校 1校 

特別支援学校 9校 8校 

合計（校数） 130校 130校 

合計（人数） 11,266人 13,218人 
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【表 11：学校プログラムのジャンル・型別実施校数】 

ジャンル 体験型 鑑賞型 合計 

音楽 15校 37校 52校 

美術 13校 2校 15校 

演劇 7校 0校 7校 

ダンス 11校 0校 11校 

伝統芸能 17校 28校 45校 

合計 63校 67校 130校 

 

【表 12：コーディネーター一覧】 

地域の文化施設（28団体） アートＮＰＯなど、民間の芸術団体（10団体） 

青葉区民文化センター フィリアホール 

泉区民文化センター テアトルフォンテ 

栄区民文化センター リリス 

神奈川区民文化センター かなっくホール 

港南区民文化センター ひまわりの郷 

旭区民文化センター サンハート 

鶴見区民文化センター サルビアホール 

戸塚区民文化センター さくらプラザ 

緑区民文化センター みどりアートパーク 

磯子区民文化センター 杉田劇場 

瀬谷区民文化センター あじさいプラザ 

港北区民文化センター ミズキーホール 

大倉山記念館 急な坂スタジオ 久良岐能舞台 長浜ホール 

吉野町市民プラザ 岩間市民プラザ 横浜市民ギャラリー  

横浜市民ギャラリーあざみ野 横浜美術館 横浜にぎわい座 

横浜赤レンガ倉庫 1号館 横浜みなとみらいホール 横浜能楽堂 

関内ホール 大佛次郎記念館 

Ｍｅｄｉａ Ｇｌｏｂａｌ 

ＮＰＯ法人子どもに音楽を 

ＮＰＯ法人横浜こどものひろば 

ＮＰＯ法人芸術家と子どもたち 

ＡＲＴ ＬＡＢ ＯＶＡ 

民族歌舞団荒馬座 

アートの時間 

ＮＰＯ法人Ｏｆｆｓｉｔｅ Ｄａｎｃｅ Ｐｒｏｊｅｃｔ 

認定ＮＰＯ法人あっちこっち 

ＮＰＯ法人横浜シティオペラ 

 

 

事務局構成団体（2団体） 

公益財団法人芸術文化振興財団 経営企画・ＡＣＹグループ 

認定ＮＰＯ法人ＳＴスポット横浜 

 

【表 13：直接コーディネートを行った学校一覧】 

学校名 学年 ジャンル アーティスト 日程 回数 参加者数 

西前小学校 ５年生 音楽 FUNI 2025年 12月１、４、５日 3 103 

南高等学校付属
中学校 

１年生 演劇 大道朋奈（俳優） 2025 年 10 月７日、11 月 11
日、12月９日 

3 155 

 

Ⅱ.横浜市子どもの文化体験推進事業みちくさアート事務局の運営 

横浜市にぎわいスポーツ文化局、横浜市芸術文化振興財団と協働し、子どもたちの体験

格差是正を目的とした横浜市子どもの文化体験推進事業（みちくさアート）の事務局を運

営しました。令和７年度は、放課後の子どもたちの居場所である放課後キッズクラブ、児

童クラブにおいて、夏休み期間中に 58 施設 71 回、文化体験を行うことができました。横

浜市内のアートＮＰＯや文化施設をナビゲーターとし、多様なジャンルの体験を行うこと

ができました。放課後の居場所以外にも、モデル事業として、社会的養護が必要な子ども

たちの居場所である横浜市中央児童相談所、不登校状態の子どもたちの居場所であるハー

トフルスペース鶴見・ハートフルルーム豊岡、重症心身障害児施設である神奈川県立こど

も医療センター重症心身障害児施設 ひだまりにおいても文化体験事業を行いました。さ

まざまな状況にある子どもたちとの取り組みの必要性を感じました。 
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【表 14：直接コーディネートを行った施設一覧】 

施設名 対象 ジャンル アーティスト 日程 回数 参加者数 

ハートフルスペース
鶴見／ハートフルル
ーム豊岡 

小学生、中学
生 

美術 ドゥイ（造形ユニット） 2025年 8月 25日 １ 11 

神奈川県立こども医
療センター 重心施設
ひだまり 

重症心身障
害のある子
ども 

美術 ドゥイ（造形ユニット） 2025年 9月 18日、11月 13日、
2026年 1月 29日 

３ 39 

横浜市中央児童相談
所 

小学生、中学
生、高校生 

音楽 西井夕紀子（音楽家、作曲
家） 

2025年 11月 10日、14日、28
日  

３ 64 

 

2. 地域事業 

市民やＮＰＯ団体等が主体となって、市内の地域資源を活用し、地域住民と協力して継続的な事業を行っていく文化芸

術活動の支援を行いました。市全域でのネットワークづくりやコミュニティの活性化を図るため、横浜市にぎわいスポー

ツ文化局と協働してヨコハマアートサイト事務局を構成し、事業を進行しました。 

 

・地域文化団体の助成金交付をはじめとしたサポート 

ヨコハマアートサイト事務局として、助成金の交付対象事業を選考（申請 56 件中 29 件を採

択）し、事業実施前・実施後におけるヒアリングを行うとともに、各団体の活動状況の視察を

行いました。また、助成金交付を行い（助成総額：14,000,000 円）、参加団体の事業運営に関

する相談に応じるなど、さまざまなかたちでサポートを行いました。 

また、採択された事業などのネットワークづくりを支援するため、キックオフミーティング

や、アートと地域のかかわりについて考える・交流する場「ヨコハマアートサイトラウンジ」

を４回開催し、動画やテキストにてウェブサイト上に公開しました。また助成事業の報告会を

実施しました。 

 これらに並行する形で、横浜の地域文化を考える・応援するための冊子「季刊ヨコハマアー

トサイト」を発刊し、横浜市内の多様な文化のかたちを伝えました。4 冊（3 カ月に 1 回 

刊行し、地域文化のサポートを目指しました。 

 

【表 15：ヨコハマアートサイト 2025 助成対象事業一覧】 

団体名 事業名 実施区 

任意団体アオキカク 新人 H ソケリッサ！ことぶき多世代プロジェクト 中区 

あっぱれフェスタ実行委員会 第 12 回あっぱれフェスタ 旭区、中区 

一般社団法人 oowa oowa アートプロジェクト 西区、南区 

オリオリオルオル おりおり！おるおる！2025  青葉区、緑区 

こうなん·やさしいつながりプロジェクト委員会 こうなん·やさしいつながりフェスタ 港南区 

こくらやま実行委員会 
「さくひん」をえんじなおす―福祉事業所の「作品」につ

いてもう一回考えてみる 
港北区 

ことぶき「てがみ」プロジェクト実行委員会 ことぶき「てがみ」プロジェクト 中区 

一般社団法人 JOAA  コミュニティを育むセンサリーアート事業 
戸塚区、青葉区、栄

区、中区 

しましまのおんがくたい とびだせしましま ！みんなで楽しむコンサート♪ 青葉区 
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ジュクン·ミュージック hoshifune ほしまつり 金沢区 

STAND Still 性暴カサバイバービジュアルボイス 
青葉区、神奈川区、中

区 

スパイスアップ 地域の竹で感動を奏でよう！第２回音の竹フェス♪ 青葉区 

特定非営利活動法人スペースナナ のんびりアートデイ 青葉区、緑区、港北区 

NPO 法人タネとスプーン 虹色畑クラブ 畑でアートプログラム 港北区、中区 

多様性創造研究所 ミュージックブリュット·ヨコハマ 2025 中区 

ひよこの会 視覚障害児と一緒に作り出すインビジブルアートの開催 旭区、中区 

Bubba Bubble 泡玉 at 仲乃湯 VoI.２ 南区 

ほる実行委員会 ほってみる 
旭区、中区、金沢区、

神奈川区 

NPO 法人街カフェ大倉山ミエル 
子どもと大人が自分と地域のために「何ができるか」を試

すプロジェクト：アート？ Part２ 
港北区、西区 

まちなか立寄楽団 たちよってつくるコンサート 2025 中区 

ミュージッククロニクル Yokohama ヨコハマジャズ 100 年の編纂 中区、南区 

特定非営利活動法人みんなのダンスフィールド 
インクルーシブダンスワークショップ「のはらハみどり」

第７期 
緑区 

一般社団法人山の音楽舎 アートでつながる 2025 in YOKOHAMA  南区 

横浜寿町フリーコンサート実行委員会 寿町フリーコンサート 中区 

特定非営利活動法人横浜こどものひろば 多世代交流拠点 まちかど劇場プロジェクト 鶴見区、港南区 

NPO 法人横浜コミュニティデザイン・ラボ 詩で紡ぐ地域の記憶「臨場～私の中の横浜を詠う」 中区 
一般社団法人横浜若葉町計画 まちなかギャラリー2025 中区 

ルロット・オーケストラ 楽器の国のフシギな舞踏会～日用品楽器とオーケストラ 
奇跡の共演！～ 磯子区 

ROJIURARt 実行委員会 「ロジウラート！」アートでつながれ！ 都筑区 

 

【表 16：ヨコハマアートサイトラウンジ・事業報告会一覧】 

回 企画名 テーマ 開催日 主な出演者（敬称略） 会場 

46 さわってみる～視覚

障害とアート、これ

からの関係 

視覚障害とアー

トのこれからの

関係を探る 

2025年 10月

3日 

今泉梨香（ひよこの会・代表）、KYON.J（写

真家）、大原万季（神奈川県立近代美術館学

芸員）、佐藤玲子（川崎市岡本太郎美術館学

芸員） 

象の鼻テラス 

47 「私」が生きる居場

所のつくり方 

寄り添うことの

できる地域の居

場所づくり 

2025年 12月

1日 

リーナ（STAND Still代表）、佐光正子（コ

ミュニティ・ネットワーク・ウェーブ理事

長） 

横浜市民ギャ

ラリーあざみ

野アトリエ 

48 赤ちゃんとアートが

出会ったら 

乳幼児とアート

が出会うことで

生まれる可能性

について 

2026年2月5

日 

川中美樹さん（一般社団法人山の音楽舎）、

横田美和子さん（NPO法人さくらザウルス） 

吉野町市民プ

ラザ会議室 

49 横浜の文化の基盤 

これまでとこれから 

市役所による市

民文化を支える

活動を振り返り、

文化と市民自治

の関係を考える 

2026 年 3 月

17日 

鬼木和浩（横浜市にぎわいスポーツ文化局

文化振興課長・主任調査員）、佐藤李青（ア

ーツカウンシル東京・プログラムオフィサ

ー） 

横浜市開港記

念会館会議室 

７号室 

報告会 ヨコハマアートサイ

ト 2025報告会 

ヨコハマアート

サイト 2025 参加

事業の報告 

2025 年 3 月

20日 

ヨコハマアートサイト 2025参加団体 横浜市役所ア

トリウム 
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【表 17：季刊ヨコハマアートサイト一覧】 

号 特集 発行月 主に取り上げた事業や場所 

43 スープとアート

のあわいで 

2025年６月 住み開き cafeハートフル・ポート、宿場そば 桑名屋、1tas1、ヨコハマアートサイ

ト 2024報告会「地域文化を支えるアート」、横浜市男女共同参画センター「本がひら

く、ともに暮らす世界の扉展」、横浜開港アンデパンダン展実行委員会「日韓交流展

−波動-展」、横浜市歴史博物館「横浜の文化財 守り伝える地域の記憶」、横浜ビジ

ネスパーク 

44 ひとりの記録

が、誰かに届く

とき 

2025年 9月 STAND Still、小山さんノート、本屋「電燈」、ヨコハマアートサイト 2025キックオ

フ・ミーティング、ＮＰＯ法人びーのびーの設立 25周年、hoshifune影絵公演「Me」、

こうなんやさしいつながりプロジェクト委員会「夏休みだよ!音楽を楽しもう♪」、Ｎ

ＰＯ法人横浜コミュニティデザイン・ラボ「詩作ワークショップ」 

45 つながる地域の

舞台 

2025年 12月 横浜若葉町計画、横浜こどものひろば、みんなのダンスフィールド、ヨコハマアート

サイトラウンジ Vol.46「さわってみる～視覚障害とアート、これからの関係」レポー

ト」、Art Center NEW「NEW PLATFORM -Alternative ASIA」、こくらやま実行委員会

「こくら山ほぐし会」、ジョイナスの森彫刻公園、Bubba Bubble「熱熱仲乃湯」 

46 身近にあった、

ハーモニー 

2026年３月 ROJIURARt 実行委員会、スパイスアップ、ルロット・オーケストラ、ヨコハマアー

トサイトラウンジ Vol.47「「私」が生きる居場所のつくり方」レポート、アーティス

トネットワーク+コンパス「会社から地域へまるごとギャラリー2025」、横浜市民ギャ

ラリーあざみ野「フェローアートギャラリー」、ザ・シティイ、ミュージッククロニ

クル Yokohama「ジャズと街の記憶と記録・街の灯」 
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3. 福祉事業 

 

Ⅰ．「神奈川県障害者芸術文化活動支援センター」の運営 

１．相談対応 

障害者やその家族、障害福祉サービス事業者等から芸術文化活動に関する相談を、メール、

電話、面会などで 107 件受け付けました。またウェブサイトやリーフレットを作成し、支援セ

ンターおよび相談窓口の周知を行いました。発表や交流の場を求める当事者の声や、福祉施設

における創作活動に関する相談、芸術文化団体等が企画する障害者を対象とした芸術文化活

動への助言、障害者のアート作品の活用を考える企業への紹介など、さまざまな分野から関心

を寄せていただきました。これまでのつながりから情報提供できることも増え、活動を積み重

ねた実績を感じました。 

 

２．芸術文化活動を支援する人材育成事業 

（１）障がい者の文化芸術を支援するコーディネーターの養成 

「表現が生まれる場づくり」をテーマに、主に障害福祉関係者を対象とした勉強会を３回開

催しました。１回は収録した映像を申込者に配信するオンライン開催、２回は県内の文化施設

を会場に対面開催し、のべ 66人が参加しました。 

障害者が制作した作品の商品化や展示を支援する取り組みをしているゲストの話をうかが

ったり、ダンスワークショップを体験したりする時間をとおして、日々の表現との向き合い方

を見つめ直す機会になっていました。対面開催した回では、参加者同士の交流も生まれ、情報

交換の場にもなっていました。また、オンラインで開催した回は、遠方の人が視聴をするなど

参加の広がりもありました。 

（２）ワークショップ実施事業 

神奈川県内の障害福祉サービス事業所等に６か所に対してのべ 20 回アーティストを派遣し、

施設の希望に応じてダンスや音楽、美術の芸術文化体験活動を実施しました。昨年度から引き

続き実施する３施設のほか、実施を希望する施設を公募で募り、31 件あった応募の中から、

３施設を選出して実施しました。法人内の別事業所の利用者や、地域の方が参加する場面もあ

り、表現をとおして楽しみを共有する場が生まれました。また、重症心身障害者が暮らす入所

施設やグループホームでの取り組みでは、生活の場における表現活動の意義を探る試みとな

りました。 

各実施施設とは、地域とのつながりや施設内の活動への活用など、実施後の展開についても

相談しながら内容を検討しました。施設が所在する自治体の担当課や文化施設と情報交換を

し、実施の様子を見学していただくなど取組みの共有を行うことで、連携体制の構築を試みま

した。実施施設の１つでは、障害者が主体となったサークル活動として芸術活動を継続するな

ど、自主的な活動につながる展開も見られました。 
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３．関係者のネットワークづくり 

（１）協力委員会 

障害者の芸術文化活動に造詣の深い専門家に協力委員会を設置しました。会は対面で計２

回開催し、運営等について助言をいただきました。 

（２）文化施設職員との座談会 

県内の美術館やホールなど公立文化施設に呼びかけ、情報交換などを行う座談会を１回実施

しました。障害者スポーツ文化センター横浜ラポールにて「ラポール芸術市場 美術展」を見

学し、障害のある人の発表の機会がどのように作られてきたのか、ゲストにお話をうかがいま

した。また、障害者を含むさまざまな人が訪れる場所としての文化施設の役割や、日ごろの工

夫、悩み事などを参加者間で共有しました。 

 

４．事業の成果の発表 

（１）成果報告会「地域とともに考える障害福祉と芸術文化」 

今年度の支援センターの活動報告を横浜市開港記念会館で行いました。特にワークショップ

実施事業について、公募から実施につながった２施設の事例を実施施設の職員とアーティスト

をゲストに招き紹介しました。改めて取組みで感じたことや、障害者と芸術活動を行う意義、

今後の展望などを共有しました。また、神奈川県が取り組む障害者の芸術文化活動に関する２

つの事業についても紹介しました。会の後半では参加者同士の交流の時間を設け、情報交換の

機会としました。 

 

５．情報収集・発信、成果報告とりまとめ 

ウェブサイトを作成し、センター主催の催し等の発信を行い、周知につとめました。また、

「神奈川県障害者芸術文化活動支援センターだより」として、県内のイベントや公募の情報  

をウェブサイトやメーリングリストにて 12 回配信しました。 

年度末には報告書を 3,500 部作成し、県内の障害福祉サービス事業所等に配布、ウェブサイ

トにも掲出しました。 

 

■講演・講座等の実績 

・「つながる！ひろがる！パラアート・ミーティング」(主催：公益財団法人 川崎市文化財団

/2026 年３月 17 日) 
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【表 18：相談事業】 

■相談方法 

 面会 電話 メール オンライン 問い合わせ

フォーム 

その他 合計 

相談件数 15件 47件 30件 ２件 13件 ０件 107件 

■居住地別 

 横浜 川崎 相模原 横須賀・三浦 湘南東部 湘南西部 県央 県西 県外 不明 合計 

相談件数 51件 11件 ２件 ８件 ５件 ８件 ２件 ４件 14件 ２件 107件 

■相談内容 

 鑑賞 創造 発表 交流・連携 調査研究・保存 権利保護 人材育成 情報発信 その他 合計 

相談件数 ０件 17件 34件 28件 ０件 ４件 ３件 17件 ４件 107件 

 

【表 19：ワークショップ実施事業一覧】 

 施設名 施設種別 障害種別 ジャンル アーティスト 日程 回

数 

人数 

1 湘南鬼瓦 障害福祉サービ

ス事業所(生活介

護) 

知的 美術 YARUCA creators（デザ

インユニット） 

2025年 11月６日、27日、

12月 18日 

３ 63 

2 ライフゆう 障害福祉サービ

ス事業所(療養介

護) 

身体 ダンス 康本雅子（ダンサー・振

付家） 

2025年 11月 25日、12月

３日、12月 17日 

３ 64 

3 グループホーム 

ユミト 

障害福祉サービ

ス事業所(共同生

活援助) 

身体 ダンス 白神ももこ（振付家・演

出家・ダンサー） 

2025年 11月 14日、12月

８日、12月 13日 

３ 24 

4 大和市障害福祉セ

ンター第２松風園 

障害福祉サービ

ス事業所(生活介

護) 

知的 ダンス 上村なおか（ダンサー・

振付家） 

2025 年７月 30 日、９月

２日、12月２日 

３ 70 

5 ほうあん第二しお

ん 

障害福祉サービ

ス事業所(生活介

護) 

身体 ダンス 北川結（ダンサー・振付

家・イラストレーター） 

2026 年１月 23 日、２月

12日(木) 

２ 35 

6 川崎市北部地域生

活支援センター 

ゆりあす 

地域活動支援セ

ンター 

精神 演劇 中村マミコ（OUTBACKア

クターズスクール 校

長） 

2025年 10月 20日、11月

17日、2026年１月 19日 

３ 21 

 

【表 20：勉強会、報告会】 

 企画名 日程 主な主演者（敬称略） テーマ 人数 会場 

1 生まれてきた表

現を広げるため

に  

2025 年 10 月 21

日 

萩原 美由紀（社会福祉法人ア

ール・ド・ヴィーヴル）、和田 

大樹（ほうあん第二しおん） 

創作活動や製品販売の支

援についてゲストの話を

聞くとともに、障害のあ

る人の表現や作品をどの

ように広げていけるのか

を、参加者の皆さんとと

もに考える時間とした。 

11 小田原三の丸ホ

ール スタジオ 

2 身体で出会う、表

現を見つける 

2025 年 11 月 18

日 

上村なおか（ダンサー・振付

家） 

障害のある人と身体で出

会う場をつくり続けてい

る講師のお話を伺うとと

もに、ダンスワークショ

ップを体験した。 

６ ボッシュホール

（都筑区民文化

センター） 
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3 表現する場をひ

らくには 

2026 年 2 月 9 日

～24日 

中島香織（一般財団法人たん

ぽぽの家） 

場づくりのヒント集であ

る『オープンアトリエの

つくり方』を手がかりに、

だれもが参加し表現でき

る場づくりについて考え

た。 

49 オンライン配信 

4 成果報告会「地域

とともに考える

障害福祉と芸術

文化」 

 

 

2026年 3月 19日 (１) 佐藤 大輔（NPO 法人ス

プラウト）、白神  ももこ（振

付家・演出家・ダンサー）、水

口 浩一（社会福祉法人みなと

舎 ライフゆう）、康本 雅子

（ダンサー・振付家） 

(２) 神奈川県共生推進本部

室、神奈川芸術文化財団 

今年度の事業報告をする

とともに、ワークショッ

プ実施事業のうち２事例

の紹介と、神奈川県が取

り組む障害者の芸術文化

活動に関する事業につい

てお話しいただいた 

16 

 

横浜市開港記念

会館 

 

【表 21：文化施設職員との座談会】 

 企画名 日程 テーマ 人数 会場 

1 表現を発表する場のつ

くり方、支え方 

2025年 10月 24日 障害者スポーツ文化センター横浜ラ

ポールにて「ラポール芸術市場 美

術展」を見学し、障害のある人の発表

の機会がどのように作られてきたの

か、ゲストにお話をうかがった。県内

の文化施設のみなさんと、ふだんの

対応のなかでの気づきや工夫などを

情報共有し、誰もが芸術文化を楽し

めるための環境づくりについて、考

える時間となった。 

２ 障害者スポーツ文化

センター 横浜ラポ

ール 

 

Ⅱ．川崎市インクルーシブ音楽プロジェクト「いろいろねいろ」ワークショップ運営 

１．ワークショップの運営 

川崎市における、障害の有無に関わらず芸術文化に触れられる機会の創出を目指すインクル

ーシブ音楽プロジェクト「いろいろねいろ」のワークショップを運営しました。川崎内の小

学校や障害福祉サービス事業所等、イベント 14 か所に対してのべ 26 回アーティストを派遣

し、音楽やダンスのワークショップを実施しました。 

 

２．ファシリテーター・ミーティングの開催 

今年度実施したワークショップのうち、４つの事例について、ファシリテーターを担ったア

ーティストを招いてお話を伺いました。ワークショップにおけるノウハウの共有や、いろい

ろねいろの取り組みの今後の可能性について、考える時間としました。 

ファシリテーター・ミーティング 

日時：2026 年 3 月 6 日、10：00～11：30 

会場：川崎市役所 本庁舎３０１会議室【復元棟】 

ゲスト：ストウミキコ(振付家)、藤平真梨(ダンサー・ダンサンブル代表)、福本純也(作編曲

家・ピアニスト)、星野はな(音楽グループ ここっと) 
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【表 22：ワークショップ実施一覧（学校）】 

 学校名 対象 ジャンル アーティスト 日程 回数 人数 

1 久末小学校 特別支援学級 ダンス 小山まさし(ダンサー、振付家) 2025年 9月 10日、24日 ２ 52 

2 宿河原小学校 特別支援学級 ダンス ストウミキコ(ダンサー、振付家)  2025 年 10 月 22 日、11

月 10日 

２ 45 

3 南百合丘小学校 通常・支援級 ダンス 小山まさし(ダンサー、振付家) 2025 年 11 月 21 日、25

日 

２ 119 

4 大師小学校 特別支援学級 ダンス 中村理(ダンサー、振付家) 2025年 11月 6日、12月

8日 

２ 64 

5 西菅小学校 通常の学級 ダンス ストウミキコ(ダンサー、振付家)  2026年 1月 14日、23日 ２ 154 

6 大谷戸小学校×中央支援学

校大戸分教室(居住地校交

流) 

通常・支援学校 ダンス 藤平真梨(ダンサー、振付家) 2026年 1月 27日 １ 131 

7 岡上小学校 通常の学級 ダンス 長与江里奈(ダンサー、振付家) 2026年 2月 10日、17日 ２ 86 

8 小田小学校 通常の学級 音楽 音楽グループここっと 2026年 2月 13日、25日 ２ 171 

9 住吉小学校 特別支援学級 音楽 福本純也(作編曲家、ピアニスト)  2026年 2月 3日、27日 ２ 39 

 

【表 23：ワークショップ実施一覧（障害福祉サービス事業所）】 

 施設名 障害種

別 

ジャンル アーティスト 日程 回数 人数 

1 障害者支援施設（通所）みやうち 身体 ダンス 藤平真梨(ダンサー、振付家) 2025 年 10 月 28 日、11

月 18日、12月 2日 

３ 38 

2 川崎市ふじみ園 知的 音楽 即興からめーる団(音楽ユニット)  2025年 12月 25日、2026

年 1月 8日、29日 

３ 152 

3 就労移行 ITスクール登戸 精神 音楽 富田真以子(打楽器奏者) 2026 年 1 月 30 日、2 月

13日、20日 

３ 33 

 

【表 24：ワークショップ実施一覧（イベント）】 

 イベント名 ジャンル アーティスト 日程 回数 人数 

1 ミューザの日 音楽 音楽グループここっと 2025年 7月 1日 １ 385 

2 洗足学園フェスティバル 2025 音楽 音楽グループここっと 2025年 10月 11日 １ 32 
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事務局 

法人事務局として、部門の統括を行うとともに、広報宣伝などを行いました。また、認定ＮＰＯ法人化を機に開始した

寄附獲得にむけての広報宣伝等を行うとともに、レクチャー・シンポジウムなどへの出演を積極的に行い、団体および事

業の広報を行いました。このほか、関連分野の芸術文化機関やＮＰＯ等と、レクチャーやシンポジウム等を通じた事業連

携、事務局運営支援を行い、ネットワークの拡充に取り組みました。 

【表 25：レクチャー、シンポジウム等への登壇】 

企画名 会場 主催等団体 日付 担当など 

コミュニティ×アーツ・コー

ディネーター養成講座 

穂の国とよはし芸術劇

場 PLAT  

穂の国とよはし芸術

劇場 PLAT  

2025年 6月 1日、

2026年 2月 10日 

小川智紀 

宇都宮大学 地域デザイン科

学部 ＮＰＯ論 

宇都宮大学 宇都宮大学 2025年６月５日 田中真実 

子ども劇場西多摩「子どもの

文化権の保障について」 

大門市民センター 子どもと文化のＮＰ

Ｏ子ども劇場西多摩 

2025年 6月 29日 小川智紀 

令和７年度芸劇舞台芸術アカ

デミー 視察受け入れ 

ＳＴスポット 東京芸術劇場 2025年６月 30日 小川智紀、田中真実 

50 周年 わくわくプロジェク

ト シンポジウム 

北沢タウンホール ＮＰＯ法人こども劇

場せたがや 

2025年 7月 21日 小川智紀 

「子どもと文化」の多様な未

来を考える 

国立オリンピック記念

青少年総合センター 

ＮＰＯ法人子どもと

文化全国フォーラム 

2025年 8月 4日 小川智紀 

だれもが文化でつながるオー

タムセッション 2025 セッシ

ョン 1「文化的なケアの実践」 

自由学園明日館 東京都、アーツカウ

ンシル東京 

2025年 10月 21日 田中真実 

女子美術大学 芸術学Ａ（パフ

ォーミングアーツ） 

女子美術大学 女子美術大学 2025年 12月 6日 田中真実 

立教大学 ソーシャルワーク

の理論と方法 4 

立教大学 立教大学 2025年 12月 12日 小川智紀 

 

【表 26：事務局運営支援】 

企画名 団体の目的等 主な支援内容 

特定非営利活動法人アートＮＰＯ

リンク 

アートＮＰＯの中間支援。全国アートＮＰＯフォーラムの

開催、障害者芸術文化活動普及支援事業の運営、調査研究 

窓口支援、会計支援、広報支援 

一般社団法人 associations 研究会・勉強会および関連イベントの企画運営、調査研究 窓口支援、会計支援 

 

【表 27：事業の実施に関する事項：特定非営利活動に係る事業】 
 

ＳＴスポットを中心とした芸術文化

施設の運営管理 

舞台芸術を中心としたアートプロジ

ェクトの創造発信 

舞台芸術を中心としたアウトリーチ

や教育普及、交流促進 

内容 市民に開かれた劇場として、ＳＴス

ポットの運営管理を行う。 

アーティストと協働し、舞台芸術を

中心とした創作および発信を行う。 

教育、地域、福祉等の分野との協働

を通して、中間支援活動を行う。 

日時 通年 通年 通年 

場所 横浜市 横浜市・神奈川県 横浜市・神奈川県・川崎市 

従事者人員 ４名 ４名 ７名 

受益対象者 主に芸術文化関係者 4,346人 主に芸術文化関係者 539人 子ども、障害者を含む一般118,265人 

支出合計額 10,091,558円 2,968,583円 86,702,334円 

 



特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜 令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

科目

Ⅰ 経常収益

１． 受取会費

正会員受取会費 100,000 100,000

２． 受取寄付金

受取寄付金 110,000 110,000

３． 受取助成金等

受取助成金 0

受取補助金・負担金 78,044,000 78,044,000

４． 事業収益

事業収入 3,660,344

利用協力費 4,071,625

受託費 17,377,017 25,108,986

5． その他収益
雑収入 117,538
その他の収入 41,245
繰入金収入 3,206,908 3,365,691

経常収益計 106,728,677

Ⅱ 経常費用

１． 事業費

（１） 人件費

給与手当 25,893,745

通勤費 1,550,636

臨時雇賃金 609,460

福利厚生費 4,352,663

人件費計 32,406,504

（２） その他経費

諸謝金 10,640,511

委託費 21,339,045

助成費 14,000,000

制作費 1,298

消耗品費 1,641,942

印刷費 1,593,842

広報宣伝費 5,316,087

旅費交通費 1,136,449

支払手数料 74,625

地代家賃 2,231,393

会場借上費 269,090

通信費 2,267,382

会議費 1,182,882

設備費 386,266

リース料 1,168,074

租税公課 1,700,884

その他経費計 64,949,770

事業費計 97,356,274

２． 管理費

（１） 人件費

給料手当 176,726

通勤費 10,900

退職給与操出金 1,400,000

人件費計 1,587,626

（２） その他経費

諸謝金 618,575

設備緊急対策金 200,000

繰入金支出 3,206,908

その他経費計 4,025,483

管理費計 5,613,109

経常費用計 102,969,383

当期経常増減額 3,759,294

Ⅲ 経常外収益

経常外収益計 0

Ⅳ 経常外費用

経常外費用計 0

当期正味財産増減額 3,759,294

前期繰越正味財産額 23,969,183
次期繰越正味財産額 27,728,477

活動計算書

金額　（単位：円）
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特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜 令和8年3月31日現在

1．

　　
（1）消費税等の会計処理　消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。
（2）引当金の計上基準

（3）準備金の計上基準

2．
事業費の区分は以下の通りです。 (単位：円)

（１） 人 件 費

給 与 手 当

通 勤 費

臨 時 雇 賃 金

福 利 厚 生 費

人 件 費 計

（２） そ の 他 経 費

諸 謝 金

委 託 費

助 成 費

制 作 費

消 耗 品 費

印 刷 費

広 報 宣 伝 費

旅 費 交 通 費

支 払 手 数 料

地 代 家 賃

会 場 借 上 費

通 信 費

会 議 費

設 備 費

リ ー ス 料

租 税 公 課

そ の 他 経 費 計

合　　計

3． 使途等が制約された寄付等の内訳
使途が制約された補助金等の内訳は以下の通りです。 (単位：円)

合計 0 77,044,000 77,044,000 0

マグカル展開促進補助金 神奈川県 0 504,000 504,000 0

子どもの文化体験推進事業負担金 横浜市 0 10,000,000 10,000,000 0

地域文化サポート事業プラットフォーム負担金 横浜市 0 28,000,000 28,000,000 0

芸術文化教育プログラム推進事業負担金 横浜市 0 32,440,000 32,440,000 0

ＳＴスポット運営補助金 横浜市 0 6,100,000 6,100,000 0

12,660,141 84,696,133 97,356,274

名称 拠出元 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

596,007 1,104,877 1,700,884

4,787,762 60,162,008 64,949,770

381,100 5,166 386,266

382,800 785,274 1,168,074

214,715 2,052,667 2,267,382

584,244 598,638 1,182,882

0 2,231,393 2,231,393

51,740 217,350 269,090

83,088 1,053,361 1,136,449

12,560 62,065 74,625

82,375 1,511,467 1,593,842

183,087 5,133,000 5,316,087

0 1,298 1,298

687,546 954,396 1,641,942

0 21,339,045 21,339,045

0 14,000,000 14,000,000

1,528,500 9,112,011 10,640,511

1,071,401 3,281,262 4,352,663

7,872,379 24,534,125 32,406,504

434,357 1,116,279 1,550,636

0 609,460 609,460

6,366,621 19,527,124 25,893,745

・企画連携事業準備金　今後の事業開発に向けて、当期末において必要であると認められる金額を計上しています。

事業費の内訳

科　　目 創造環境事業部 地域連携事業部 事業費計

財務諸表の注記

重要な会計方針
財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１１年１１月２０日一部改正　ＮＰＯ法人会計基準協議
会）によっています。

・退職給与引当金　将来の退職金支給のため、当期末において必要であると認められる金額を計上しています。
・設備緊急引当金　設備の緊急補修などに備え、当期末において必要であると認められる金額を計上しています。
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特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜 令和8年3月31日現在

1.

現金 31,823

預金 46,389,397

現金・預金　計 46,421,220

その他流動資産

未収入金 3,658,581

仮払金１ 80,000

仮払金２ 2,843,676

その他流動資産　計 6,582,257

53,003,477

2.

敷金 1,679,292

投資その他の資産　計 1,679,292

1,679,292

54,682,769

1.

135,368

2,843,676

1,541,222

4,520,266

2.

1,500,000

14,678,548

6,255,478

22,434,026

26,954,292

23,969,183

3,759,294

27,728,477

54,682,769

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

企画連携事業準備金

退職給与引当金

設備緊急引当金

固定負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

固定負債

流動資産合計

固定資産

投資その他の資産

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

流動負債

預り金

仮受金1

未払費用

流動負債合計

現金・預金

貸借対照表

科　　目 金　　額　（単位：円）

Ⅰ 資産の部

流動資産
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特定非営利活動法人ＳＴスポット横浜 令和8年3月31日現在

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金

手許現金 31,823

21,490,986

2,257,332

14,878,548

7,762,531

504,000

610,564

1,000,000

1,544,017

80,000

2,843,676

53,003,477

2.

住友信託銀行（株） 1,679,292

1,679,292

54,682,769

1.

135,368

2,843,676

875,400

665,822

4,520,266

2.

1,500,000

14,678,548

6,255,478

22,434,026

26,954,292

27,728,477

負債合計

正味財産

流動負債合計

固定負債

企画連携事業準備金

退職給与引当金

設備緊急引当金

固定負債合計

社会保険料等

敷金

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

流動負債

預り金

源泉所得税等

仮受金

非収益事業会計からの仮受受入額

未払費用

未払消費税

投資その他の資産

三菱ＵＦＪ銀行　横浜駅前支店　普通

未収入金

神奈川県

株式会社毎日新聞社

独立行政法人日本芸術文化振興会

川崎市

仮払金

つり銭

収益事業会計への仮払支出額

流動資産合計

固定資産

三菱ＵＦＪ銀行　横浜駅前支店　普通

財産目録

科　　目 金　　額　（単位：円）

住信ＳＢＩネット銀行　法人第一支店　普通

三菱ＵＦＪ銀行　横浜駅前支店　普通
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